
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 投書で自分の思いを伝えよう －受け継がれる佐賀の伝統― 

 

本単元では、伝統を受け継ぐことの難しさが書かれた教材文を読

み、伝統を受け継ぐことについて自分の考えをもつことをねらいと

しています。そのために、関連する複数の資料から情報を集め、観

点に基づいて整理して比較させることで、自分の考えをもつことに

つなげます。新聞の投書欄の形式で書かれた文章を示し、言語活動

のモデルとして学習の見通しをもたせます。また、新聞の投書の文

章は、内容を読み取る観点をつかませることにも活用します。 

 

《単元の学習課題》 

指導事項 伝統を受け継ぐことについて自分の考えをもつために、 

思考操作 「白川郷－受け継がれる合掌造り」と複数の資料の情報

を整理し比較して、 
・・・〔身に付けさせたい思考力 ①比較・分類〕 

言語活動 新聞の投書欄のように書く。 

 

 

単元構想具体化のポイント 

・複数教材を用いた指導…「新聞の投書記事」、「伝統や文化を受け

継ぐことに関連する資料」 

新聞の投書記事をモデルにして自分の考えをまとめさせます。

そこで、書かれている内容を理解させるために、５つの観点（①

現状・説明、②理由、③問題点、④改善点、⑤まとめ）で分析的に

読ませます。この観点が、教材文や関連する複数の資料を読む観

点になります。 

・条件設定を明確にした指導…「自分の立場を示す」、「反対意見を

想定して書く」 

自分の考えを書く際には、「自分の立場を示す」、「反対意見を

想定して書く」という２つの条件を提示しました。示されている

条件に沿って書くことを意識させるとともに、示された条件が自

分の考えをもたせることの助けになると考えます。 

単元を通して生徒が自律的

に学習を進めることができ

る学習課題の設定 

■単元を通して課題解決をめ

ざす言語活動を設定し、目

的や意図に応じて文章を読

ませる指導 

〔実践事例４〕 

単元名 論証の強さを評価しよう －目指せ！名探偵！－ 

                             

■ 身に付けさせたい力（指導事項） 

文章に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えをもつこと。 

（読むこと エ） 

■ 教材 

   「白川郷－受け継がれる合掌造り」 ＮＨＫ「世界遺産プロジェクト」（東京書籍２年） 

■ 言語活動 

本単元では『中学校学習指導要領解説国語編』第２学年「Ｃ読むこと」の言語活動例の「イ説明

や評論などの文章を読み、内容や表現の仕方について自分の考えを述べること」を参考にして、伝

統を受け継ぐことについて、複数の資料から集めた情報を基に自分の考えを新聞の投書欄のように

書くという言語活動を位置付けました。この言語活動を通して、複数の資料を読み、伝統を受け継

ぐことについての自分の立場を明確に示して、自分の考えをまとめることを指導します。 

■３フレーズ（指導事項・思考

操作・言語活動）の学習課題

でつくる見通しのある単元

構想 

授業改善策の提案 
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伝統を受け継ぐことについて、関連する資料から情報を集めて比較し、自分の考えをもつことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの観点（①現状・説明、②理由、③問題点、④改善点、⑤まと

め）を示した思考ツール（問題解決ボックス）を活用し、教材文や関

連する資料の内容を捉えさせます。また、同じ観点で複数の資料か

ら得た情報を整理することで、伝統を受け継ぐことについて様々な

考えを比較させて自分の考えをもつことができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

① 伝統を受け継ぐことについ

て関心をもち、新聞の投書欄の

ように書くために、複数の資料

から情報を集めようとしてい

る。 

② 集めた情報を整理するため

に積極的に話し合っている。 

① 伝統を受け継ぐことについ

て５つの観点で情報を整理し、

文章に示されている考え方を

理解している。（エ） 

② 伝統を受け継ぐことについ

て、複数の資料から得た情報を

基に自分の考えをもっている。

（エ） 

① 相手や目的に応じて話や文

章の展開に違いがあることを

理解する。（イ(ｵ)） 

教材文を読み、内容を整理するためのワークシート（２／７時） 

単元の目標 

指導事項 伝統を受け継ぐことについて自分の考えをもつために、 

思考操作 「白川郷－受け継がれる合掌造り」と複数の資料の情報を整理し比較して、 

・・・〔身に付けさせたい思考力 ①比較・分類〕 

言語活動 新聞の投書欄のように書く。 

単元の学習課題 

単元の評価規準 

生徒の思考に沿った

ワークシートの工夫 

■文章を読む視点を基に

分析的に読ませる指導 

■思考ツールを活用した

ワークシートの工夫 
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次 

時
間 

学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 
単元のねらいと 

本時の関わり 

第
一
次
（
導
入
） 

１ 

１ 失われそうになっている「伝統」

についての映像を見る。 

 

２ 学習課題、学習計画を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 投書のモデルを見て、投書の書き

方を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 一通の投書がきっかけで伝統が守

られた例を紹介する。 

 

 

 

５ 教材文を読む。 

・伝統を受け継ぐことについて自分の

考えをもつことを伝え、学習の動機 

 付けを行う。単元の最後に佐賀で失

われそうになっている伝統（むつか

け漁、高志狂言）について新聞の投

書の形式で自分の考えを書くことを

知らせ、学習の見通しをもたせる。 

 

 

 

  

 

 

 

・投書について知る。 

・投書のモデルを示し、書かれている

内容を５つに分類する。 

  

 

 

 

 

 

・投書やドキュメンタリーは筆者が伝

えたいことを伝えていることを伝え

る。ドキュメンタリーの特徴（事実

を淡々と伝える、映像の挿入、イン

タビューなど）を押さえる。 

〔関・意・態①〕 

伝統を受け継ぐことについ

て考え、自分の考えをもつ

ことに興味をもち、学習の

見通しをもとうとしてい

る。 

【観察】【学習計画表】 

 

〔読①〕 

投書の内容を５つの観点で

分類し理解している。 

【ＷＳ①：新聞の投書記事

のモデル】 

 

[言〕 

ドキュメンタリーや投書の

文章の違いを理解してい

る。 

【観察】 

 

①現状・説明  ②理由 

③問題点    ④改善点 

⑤まとめ 

単元の授業過程 （全７時間） 

学習課題 伝統を受け継ぐことについて自分の考えをもつために、「白川 

郷－受け継がれる合掌造り」と複数の資料の情報を整理し比較

して、新聞の投書欄のように書く 

ＷＳ…ワークシート 

伝統を受け継ぐという

ことに焦点を当てるため

に、失われそうになって

いる伝統について、その

現状を知り、伝統や文化

について興味をもたせ、

学習へ誘います。 

投書は自分の意見や希

望を新聞に載せてもらう

ものであり、自分の考え

を他の人に伝える方法の

一つです。その投書がど

のような内容で構成され

ているのかを捉えさせ

て、意見がどのように表

現されているかをつかま

せます。 

自分の考えをもつこと

が最終目標であり、自分

の考えをもつとは、どう

いうことなのかを理解さ

せる導入を図ります。 
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第
二
次
（
展
開
） 

２ 

 

 

 

６ 「結」について思考ツール（問題

解決ボックス）を使ってまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 思考ツールを使って整理した内容

をグループで確認する。 

 

 

 

・例文を用いて思考ツールを活用して

整理する方法を理解させる。 

 

・「結」に関する情報につい問題解決ボ

ックスを活用して、①現状・説明②

理由③問題点④工夫⑤まとめに分け

て整理させる。 

 

・グループで考えさせ、発表させる。 

・筆者の考え、「結」に関わっている人

（和田さん、観光業の人など）の「結」

を受け継ぐことへの立場を確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔読①〕 

５つの観点で、「結」に関す

る情報を分類し、筆者の考

えを捉えている。 

【ＷＳ②：問題解決ボック

ス】 

 

 

 
本時の目標：「結」についての情報を５つの観点で整理しよう。 あるテーマに対して、

現状、良い点、問題点、改

善点、意見という視点を

もたせることを、自分の

考えをもつという一つの

型として捉えさせます。 

ある事柄に対して自分

の考えをもつためには、

まず、その対象について

の理解が必要です。そし

て、その対象に対して、賛

成や反対の立場をとった

り、問題点を指摘したり、

自分の考えと比較するこ

となどが必要になりま

す。ここでは、５つの観点

を基に文章を読み、内容

を理解させます。その学

習活動を繰り返すこと

で、文章の内容を理解さ

せたり、自分の考えをも

たせたりすることにつな

げます。 
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３ 

４ 

 

 

 

 

８ 問題解決ボックスを活用して書い

た、白川郷についての投書のモデル

文を読み、今後の見通しをもつ。 

 

 

 

 

９ 複数の資料を読み、必要な情報を

集め整理する。 

 ① グループ内で複数の資料を分担

して情報を問題解決ボックスにそ

れぞれ整理する。整理した情報を

付箋に書く。 

 ② 付箋に書いた情報を、問題解決

ボックスに分類して貼る。 

 

③ 自分が調べた情報について、グ

ループで発表する。観点ごとに集

めた情報を、共通点を見付けてま

とめる。 

 ④ 個人のシートに必要な情報を記

入する。 

 

 

 

 

・チャートを基にして「結」について

書いた投書の例を読ませ、今後の活

動の見通しをもたせる。 

 ５つの観点を投書例に示し、観点が

そのまま投書の書き方の項目になる

ことを確認させる。 

 

・学習のゴールが伝統を受け継ぐこと

について自分の考えを書く学習であ

ることを再確認する。 

・複数の資料を提示し、だいたいの内

容を説明し、グループごとに選ばせ

る。より多くの情報を集めるように

指示する。集めた情報は付箋に書い

て表に貼るように指示する。一人の

人が同じ色の付箋を使って５観点を

書くように指示する。 

・それぞれが担当した情報をグループ

で共有させ、分からない点や知りた

い点があれば質問するように指示す

る。 

・５つの観点で分類したそれぞれの情

報ごとに共通点などを考え、簡潔に

まとめる。 

・ワークシートに投書を書く際に利用

したい情報を記入させる。 

 

〔読①〕 

複数の資料から集めた情報

を５つの観点で分類し、文

章に示されている内容を捉

えている。 

【ＷＳ③：問題解決ボック

ス】 

 

〔関・意・態②〕 

集めた情報を整理し、共通

点などを積極的に話し合っ

ている。 

【観察】 

 

 

 

 

本時の目標：伝統に関して書かれた複数の資料から情報を集め、５つの観

点で整理しよう。 
問題解決ボックスで整

理した情報を基に、書か

れた投書のモデルを示す

ことで、これから集める

情報が、単元のゴールに

書く投書に使えることを

意識させる。 

 

 

複数の資料から情報を

集めることで、より多く

の問題点や解決方法な

ど、自分の意見の材料が

多く集まることを意識さ

せる。 

共通点などを考えるこ

とで、個別の伝統に関す

ることだけでなく、大き

く伝統を受け継ぐことに

対して、情報を捉えさせ

たい。 
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５ 

６ 

 

  

 

 

10 佐賀県の伝統や文化について書か

れた文章の内容を問題解決ボックス

を用いて整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 伝統を受け継ぐことについて、自

分の考えを投書として書く。 

 

 

 

 

 

 

・「ムツかけ名人」「高志狂言」のどち

らを選んで、伝統の維持保存につい

ての考えをもたせる。 

・問題解決ボックスを活用した投書の

書き方を再確認する。投書例を提示

し、予想される反対意見を取り入れ

ることや伝統を受け継ぐことに関す

る自分の考えを書くことを確認させ

る。 

・伝統を受け継ぐことへの立場をまず

決めさせる。 

・改善点、まとめ（選んだ伝統文化

と、伝統を受け継ぐことについ

て）、自分の考えへの反対意見を問

題解決ボックスに書かせる。これま

で、集めてきた情報も生かして、改

善点などを考えるように助言する。 

〔読②〕 

伝統を受け継ぐことについ

て自分の立場を決め、必要

な情報を整理して自分の考

えをもっている。 

【ＷＳ④：問題解決ボック

ス】 

 

第
三
次
（
終
末
） 

７ 

 

 

 

12 伝統を受け継ぐことについて、他

の人の考えを知る。 

 

 

 

 

13 単元全体を振り返り、この単元で

身に付けた力についてまとめる。 

 

 

 

・お互いの投書を読み合い、伝統を受

け継ぐことについて自分の考えと比

較させ、考えを広げさせる。 

・心に残った投書を選ばせる。 

・選ばれた投書を紹介し、良かった点

を共有する。 

・問題解決ボックスを使って情報を整

理することや、自分の考えをもつこ

とについて振り返らせて書かせる。 

 

 

 

〔読②〕 

他の人の考えに触れ、伝統

を受け継ぐことについて自

分の考えを深めている。 

【振り返りシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の人の意見を知るこ

とで、自分とは違った解

決方法や伝統に関する意

見を知り、自分の考えを

広げさせます。 

自分の考えをもつため

の一つの方法として、情

報を整理することやそれ

を利用することが理解で

きたかどうかを振り返ら

せる。 

 

本時の目標：伝統を受け継ぐことについて、自分の考えを投書の形式で書こ

う。 

本時の目標：心に響いた投書を選ぼう。 

「ムツかけ漁」と「高志

狂言」についての自分の

意見と、伝統を受け継ぐ

ことについての意見を書

くことが自分の考えを、

もつことになる。 
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【ワークシート①：新聞の投書記事のモデル】（１／７時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート②問題解決ボックス】（２／７時） 【ワークシート④問題解決ボックス】（５／７時） 

ワークシートから見る本単元の展開 

投書のモデルを示し、自分の

考えをどのような形式で表現

するのか、単元のゴールをイメ

ージさせ、見通しをもたせま

す。 

また、投書に書かれている内

容を問題解決ボックスの５つ

の観点に分類させます。生徒

は、この５つの観点（現状・説

明、理由、問題点、改善点、ま

とめ）を基に、教材文や関連す

る資料を読ませます。 

問題解決ボックスを用いて、教科書の教材

文を読ませます。５つの観点を基に内容を整

理し、伝統を受け継ぐことについての筆者の

立場と考えを捉えさせます。 

関連する資料を基にして自分の考えをまとめ

る際にも問題解決ボックスを用います。また、

３、４時目に複数の資料から情報を集め情報を

整理する際にも、個人用、グループ用の同様の

ワークシートを使用します。 

授業の実際 
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  本単元で、生徒は伝統・文化の維持・保存に関する文章を読みました。単元の導入で「伝統を受け継

ぐことについて自分の考えをもつ」こと、「複数の資料から情報を集め、自分の考えを新聞の投書の形

式で書く」という学習課題を設定したことで、生徒は、単元を通して身に付ける力と単元のゴールでの

表現活動について見通しをもつことができました。教科書の教材文、関連する資料を読む時間は、単元

の中でそれぞれ１時間ですが、生徒は課題を解決するために内容の理解に努めました。 

 

 

学習課題には、指導事項、言語活動とともに、「複数の資料の情報を整理する」という思考操作を示し

ました。複数の資料から得た情報を整理し、自分の考えをもつための「考える方法」を具体的に示すこと

ができました。単元の目標に対して、毎時間の学習活動がどのように生かされるのかを確認しながら学習

を進めることで、「単元を通して学ぶ」ことを教師、生徒共に意識することができました。 

 

 

 

 

単元の導入で、新聞の投書の文章に書かれている情報を５つの観点で整理しました。単元を通して、

この５つの観点を文章を読む視点として生徒にもたせました。生徒は５つの観点を基にして文章全体を

通して読み、分析的な視点をもって内容の理解に努めることができました。この５つの視点は文章の構成

をつかませることにもつながりました。 

また、文章を読むことを苦手としている生徒も共通する視点で繰り返し文章を読むことで、学習の方

法を理解し、見通しをもって新聞の投書、教材文、関連する資料を読み進めることができました。 

 

 

５つの観点で構成した思考ツール（問題解決ボックス）を用いてワークシートを作成しました。複数

の文章を読んで内容を整理する際に、共通した思考ツールを繰り返し用いることで、情報を整理しなが

ら分析的に読むという思考法を生徒にもたせることができました。思考ツールを活用したワークシート

を作成する際には、授業中の板書でどのように再現するのかということを意識して、生徒の思考に沿う

ように準備することも必要です。 

                          

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証授業を振り返って 

資料１ 問題解決ボックスを活用した情報の整理 資料２ 情報の整理を基に自分の考えをまとめた生徒の記述 

問題解決ボックスを活用して情報の

整理を行った生徒の記述（資料１）と、

それを基に自分の考えをまとめた生徒

の記述（資料２）です（ワークシート④

５／７時）。 

■単元を通して課題解決をめざす言語活動を設定し、目的や意図に応じて文章を読ませる指導 

■３フレーズ（指導事項・思考操作・言語活動）の学習課題でつくる見通しのある単元構想 

■文章を読む視点を基に分析的に読ませる指導 

■思考ツールを活用したワークシートの工夫 
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《振り返りシートによる自己評価》 

単元の学習を振り返り、「振り返りシート」による自己評価（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行いました。その結

果、次の項目について、「よくできた（Ａ）」と回答した生徒は以下のとおりでした。（対象 34人） 

 ・「複数の資料を使って調べること」・・・67.6％ 

・「伝統を受け継ぐことについて自分の考えをもつこと」・・・67.6％ 

・投書の形式で自分の考えを書くこと・・76.5％ 

また、「できなかった（Ｃ）」と評価した生徒はいませんでした。このように、生徒が意欲的に学習

を進めた結果、伝統を受け継ぐことについて、全員が自分の考えを投書の形式（540字）でまとめるこ

とができました。生徒が書いた文章を見ると、約半数の生徒が複数の資料から得た情報を基に、提案性

のある独自の考えを根拠と共に書くことができました。このことから、本単元での手立てが有効に働い

たと考えます。以下は、単元の学習を振り返った生徒の振り返りシートの記述です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価による学習の振り返り 

・少し見方を変えてみると、新しい発見があるということが分かった。また、人の意見を聞いてみても
自分の考えを広げることができると思った。 

・あることを知ったとき、それに対しての自分の意見を人の考えを借りて書くことができるようになっ
た。 

資料４ 投書の形式をモデルに自分の考えをまとめた生徒の記述（ママ） 

資料３ 振り返りシートの生徒の記述 
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